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左下腿に被角血管腫を伴った膀胱海綿状血管腫の1例
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  CAVERNOUS HEMANGIOMA OF URINARY BLADDER 

ASSOCIATED WITH ANGIOKERATOMA OF THE LEFT LEG
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   A 45-year-old male was admitted to our hospital with a complaint of asymptomatic 
macroscopic hematuria. At cystoscopy a multilobulated, dark red tumor, the size of a rice 

grain, was found on the right lateral wall. He also had a 5 x4 mm purplish skin tumor on 
the left leg. Double contrast cystogram also showed the shape of the tumor on the right 
lateral wall of bladder. Based on the aforementioned findings, we diagnosed this case as 
hemangioma of the urinary bladder associated with the same lesion on the left leg. The 
bladder tumor was resected transurethrally and the skin lesion was also excised. Pathological 
diagnoses were cavernous hemangioma of bladder and angiokeratoma of skin, respectively. 
Including our case we found 62 cases of hemangioma of the urinary bladder in the Japa-
nese literature. Only 5 of them were associated with the hemangiomas of other regions of 
the body.
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は じ め に

膀胱血管腫は比較 的稀 な疾患であ り,本 邦では現在

までに約60例 報告 されてい る1).最 近,わ れわれは左

下腿に被角 血管腫を伴 った膀胱海綿状血管腫 の1例 を

経験 したので,そ の詳細について報告す る.

症

患者=45歳,男 性,会 社員

初診;1985年12月16日

主訴:血 尿

家族歴:特 記すぺ き事項 なし

例

既往歴=1957年 虫垂炎 にて虫垂切除術,1975年 胃潰

瘍 にて胃部分切除術,1983年 右副睾丸炎にて右除 睾術

を,そ れぞれ受けてい る,

現病歴=1985年12月10日 頃 よ り無症候性肉眼的血尿

あ り,12月16日 当科受診 レ,膀 胱鏡検査にて膀胱右側

壁に赤紫色,米 粒大,多 房性腫瘍 を指摘 され手術 目的

で入院 となる.

入院時現症:身 長163cm,体 重49kg,血 圧108166

脈拍78整,左 下肢 の 伸側,外 側 に広範囲 に 淡紫紅色

斑,左 下腿 外側に紫紅色5×4mmの 隆起性病変あ り

(Fig.1),左 下肢 に静脈怒張を認 めた.他 に特記すべ

き所見な し.

入院時一般 検査成績:末 梢血液所見;赤 血球数436

×10+/mm3,白 血球数4,9001mm3(好 酸球i%,好 塩

基球1%,好 中球55%,リ ンパ球40%,単 球3%),

血小板数22.Ox10</mm3,血 色 素13.791dl,ヘ マ ト
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Fig.4,Microscopicsectionsrevealedthe

characteristicfindingsofcavernous
hemangioma(H&Estain,reduced
fromAx40,Bx100).
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Fig.2.Cystoscopyrevealedatumorofrice

grainsizeontherightlateralwallof

theurinarybladder.Thetumorwas

multi-lobulatedandvariegatedred-

purpleincolor.
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Fig.5.Hyperkeratosisandacanthosisare

present.Greatlydilatatedcapillaries
areseenintheupperdermis(H&
Estain,reducedfromx40).

Table1. 他の部位に血管腫を合併した膀胱血管
腫の症例

蜜

報告者(報告年) 症例 膀胱血管腫 血管腫の
年令,性 の組識 合併部位

合併 血 管腫
の 組 繊

'～
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Fig.3.Doublecontrastcystogramrevealeda

smallirregularmassontherightlateral

walloftheurinarybladder.

L植 松(1951)'29男 海綿状血管腫 右磐部、肛門
右下肢

、2.佐 藤 〔1959)A)26男

3,六 車(1965)9)20女 血 管 腫

単純性血管腫 右下肢

4.西 田(1980)lo,6女 海綿状血管腫

5.自験例(1986)45男 海綿状血管腫

処女膜
虫 垂

被角 血 管腫

(Klippel・Weber氏 病)

血 管 腫

会陰部 海綿状血管腫

左下肢 被 角 血管 腫
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ク リッ ト42.z%.血 液 化 学 所 見;Na144mEq/1,K

4.1mEq/1,Cl102mEq/1,Ca8.2mg/dl,BUN

17.3mg/dl,Cr1.Omg/dl,TP6.8g/dl,A/G1.4,

GOT43KU,GPT35KU,AIP8.1KAU.止

血 検 査 所 見;出 血 時 間1分30秒,PTT25.5秒,プ ロ

トロン ビ ン活 性89%.尿 所 見;潜 血(一),蛋 白(一),

糖(一),pH6.o,赤 血 球1～2/F,白 血 球o～1/F,

扁 平 上 皮 少 数,円 柱(一),尿 細 菌 培 養 陰性,尿 細 胞

診PapanicolaouclassI。

膀 胱 鏡 所 見 ・膀 胱 右 側 壁 に 赤紫 色,米 粒 大,ブ ドウ

の房 様 の隆 起性 病 変 を認 め た(Fig,2).両 側 尿 管 口

は,と もに ス リ ッ ト状 で,膀 胱 内 に他 の 異 常 は認 め な

か った.

X線 検 査 成績lKUBで 異 常 所 見 な し.DIPで 上

部 尿 路 に 異 常所 見 を 認 め ず.膀 胱 二 重 造 影 に て膀 胱 右

側壁 に隆 起 性 病 変 を認 め た(Fig.3).

以 上 の所 見 よ り膀 胱 腫瘍(血 管 腫 の疑 い)の 診 断 の

も とに1986年1月17日,経 尿 道 的 腫 瘍 切 除 術 お よび 左

下 腿 皮 膚 腫瘍 切除 術 を 施 行 した.

経 尿 道 的 手術 所 見:全 麻下 に膀 胱 右 側 壁 の腫 瘍 に 対

しTUR-loopで 十分 深 く 広範 囲 に 切除 し,腫 瘍 を

erzblocと して摘 出 した.術 中,出 血 は 容 易に 電 気 凝

固 で止 血 可 能 で あ った.

病 理 組 織 学 的所 見1膀 胱 腫瘍 の切 除 標 本 で は,粘 膜

は剥 脱 し,粘 膜下 組 織 内 に 血 管 の 集 籏 が み ら れ た

(Fig.4A).強 拡 大 で み る と,血 管 壁 は1層 の 内皮 よ

りな り内腔 に血 液 を 満 して お り,海 綿 状 血 管腫 の像 で

あ った(Fig.4B).皮 膚 腫瘍 の切 除 標 本 で は,hyper-

keratosis,acanthosis,papillomatosisを 伴 い表 皮 直

下 に,内 腔 に血 液 を 容 れ た1層 の 内皮 よ りな る拡 張 し

た血 管 の集 籏 を認 め,被 角 血 管腫 の像 で あ った(Fig.

5).

考 察

膀胱血管 腫は比較的稀な問葉系腫瘍であ り,そ の頻

度に関 してMelicow=)は 原発性膀胱腫瘍中0.6%と 報

告 している.本 邦では,わ れ われが検索 しえたか ぎり

で過去に61例1,3)が 報告 されてお り,自 験例が62例 目

と考xら れ る,

血管腫の 一部 はcongenitalanomalyと 考 え ら

れ4),欧 米では,か な りの頻度 で膀胱血管腫を有す る

患者に他臓 器の血管腫が合併す る こ とが知 られ て い

る5・6).Hendryは 膀胱血管腫を有す る患者の31%は

体表上の血 管腫を 有す る と報告 して お り5),Stanley

は膀胱血管腫の20%は 皮膚血 管腫 と関係す ると報告 し

ている6),自 験例を含めた本邦62症 例中,他 の部位に

血管腫 を伴 っているかど うかについて,明 らかに記載

もしくは報告 している ものは13例 のみで,他 の部位に

血管腫を伴 っていた ものは,そ の うち5例 であった.

頻度は38.5%と な り欧米の報告 と同様に,膀 胱血管腫

は,か な りの頻度で他臓器に血管腫 を有す ると考え ら

れ る.そ の5例 の概 容をTableに 示す.合 併血管腫

の部位は啓部,肛 門,下 肢,処 女膜,虫 垂,会 陰部と

下半身に 限 られ,血 管腫 の組織 型 は 被角血管腫 が2

例,海 綿状血管腫が1例 で,六 車 らの報告例には血管

腫 と記載が あるのみであ った.佐 藤 らの症例 は右下肢

に広範 囲の血管腫を 伴い,Klippel-Weber氏 病 と診

断 され てい る.自 験例は左下肢 の臨床所見,お よび組

織学的所見 よ り母斑様限局性体幹被角血管腫 と考えら

れる,膀 胱血管腫 と他臓器の血管腫 の合併は,合 併部

位が膀胱に近い下半身に限局 していることから列序性

血 管腫 の一部が膀胱に現われ るものと考えることも可

能である.

膀胱血管腫 の診断に関 しては,自 験例にみられるよ

うな特徴的な暗紫色あるいは暗赤色の色調 によ り,そ

の診断 は膀胱鏡的に比較的 容易 であ るD.治 療に関し

ては,血 管腫は良性であ りながら,一 般 に境 界が不 明

瞭なこ とが多 く,比 較的大 きな膀胱血管腫 に つ い て

は,大 出血 の危険性 もあ り,膀 胱部分切除術が望まし

い と考 えられてい るが,自 験 例のよ うに病変が きわめ

て小さい場合には十分経尿道 的切除 が 可 能 で あ り,

TUR-Btの 適応がある と考え られ る.

ま と め

45歳 男性の下腿に被角血管腫を伴 う膀胱海綿状血管

腫の1例 を報告 した.

本論文 の要旨は第U5回 日本泌尿器科挙 会関西地方会(1986

年6月7日)に おいて発表 した.
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